
●
「
中
村
市
史
」
に
樋
口

真
吉
が
父
と
共
に
勤
務
し

た
幡
多
奉
行
所
に
つ
い
て

興
味
あ
る
記
事
が
あ
っ
た
。

「
元
禄
二
年
（1

6
8
9

）

中
村
藩
三
万
石
は
廃
絶
に

な
り
、
こ
の
凶
報
が
八
月

十
四
日
丁
度
不
破
八
幡
宮

大
祭
の
宵
宮
の
日
に
到
着

し
、
大
祭
も
中
止
、
中
村

は
大
騒
動
に
な
っ
た
」
と

記
述
に
あ
る
。
そ
れ
以
来

中
村
に
武
士
階
級
は
激
減

し
た
ら
し
い
。
一
時
は
幕

府
の
直
轄
地
と
し
て
扱
わ

れ
た
が
、

土
佐
藩
に
編
入

さ
れ
、
土
佐
藩
は
中
村
に

幡
多
奉
行
所
を
置
き
統
治

を
開
始
し
た
。
幡
多
奉
行

所
は
現
在
の
幡
多
事
務
所

に
警
察
と
裁
判
所
が
一
体

に
な
っ
た
組
織
に
み
え
る
。

●
幡
多
奉
行
所
の
箇
所
に

は
、
左
の
図
と
共
に
奉
行

所
内
の
各
役
割
の
解
説
が

あ
る
。
真
吉
の
役
割
は

「
郡
下
役
」
で
あ
っ
た
は

ず
で
現
代
の
庶
務
課
長
だ

と
書
い
て
あ
る
が
違
和
感

が
あ
る
。
郡
奉
行
の
隣
の

部
屋
だ
と
わ
か
る
。

「
銀
米
方
」
通
常
三
名
居

て
経
理
事
務
を
担
当
す
る
。

「
郷
廻
り
」
は
、
現
在
の

巡
査
か
ら
刑
事
、
巡
査
部

長
に
当
た
る
。
約
十
人
程

い
て
管
轄
下
を
巡
回
し
、

庄
屋
を
は
じ
め
一
般
庶
民

の
善
悪
を
糾
す
監
督
権
を

持
っ
て
い
た
。
「
御
免
方
」

は
八
人
程
い
て
税
務
署
員

の
よ
う
な
事
務
を
担
当
し

た
と
い
う
。
「
御
普
請
方
」

は
組
頭
級
で
五
人
居
て
土

木
担
当
だ
と
い
う
。

「
御
山
方
」
は
林
業
の
担

当
だ
と
か
。
そ
の
他
下
代

や
使
い
番
、
給
仕
な
ど
の

職
務
が
あ
り
多
岐
に
渡
る

職
務
を
こ
な
し
て
い
た
ら

し
い
。
そ
し
て
興
味
あ
る

記
述
に
で
あ
っ
た
。
奉
行

は
上
士
で
あ
る
か
ら
そ
の

身
分
は
別
格
で
、
外
出
す

る
に
も
権
威
あ
る
格
式
が

あ
っ
た
そ
う
で
「
下
に
下

に
」
と
い
う
先
ぶ
れ
を
し

て
馬
か
籠
に
乗
っ
て
供
を

連
れ
て
外
出
し
た
と
い
う
。

こ
れ
で
は
奉
行
は
気
軽
に

は
外
出
は
出
来
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

●
「
嘉
永
五
年
の
旅
」

こ
の
記
述
が
頭
の
隅
に
あ
っ

て
、
真
吉
が
嘉
永
五
年
五

名
の
青
年
を
引
率
し
て
長

崎
か
ら
江
戸
ま
で
の
長
期

の
旅
に
出
る
記
述
の
中
に

「
五
月
十
一
日
幡
多
奉
行

を
は
じ
め
、
後
に
勤
皇
活

動
に
挺
身
し
た
多
数
の
門

弟
た
ち
に
よ
っ
て
船
で
佐

田
ま
で
見
送
り
を
受
け
て

出
発
。
」
と
書
か
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
何
気
な
く

読
み
飛
ば
そ
う
と
し
た
が
、

「
幡
多
奉
行
ま
で
が
佐
田

ま
で
真
吉
一
行
の
旅
立
ち

を
見
送
り
に
来
た
」
こ
と

が
疑
問
に
な
っ
た
。
現
在

は
佐
田
の
沈
下
橋
に
は
市

内
か
ら
車
で
十
分
も
あ
れ

ば
行
け
る
。
し
か
し
、
当

時
は
徒
歩
で
あ
り
、
ま
し

て
奉
行
が
行
く
な
ら
供
ぞ

ろ
い
で
の
見
送
り
で
あ
る
。

疑
問
点
は
ま
だ
あ
る
。

佐
々
木
高
行
（
上
士
当
時

二
十
二
歳
）
が
大
坂
か
ら

真
吉
一
行
の
旅
に
加
わ
っ

て
い
る
。
佐
々
木
高
行
は

上
士
で
あ
り
、
し
か
も
年

齢
が
真
吉
よ
り
も
十
五
歳

も
若
い
。
彼
が
こ
の
旅
に

参
加
し
た
意
味
が
理
解
で

き
ず
に
い
た
。
真
吉
と
佐
々

木
高
行
が
以
前
か
ら
知
り

合
い
だ
と
は
思
え
な
い
。

ま
だ
疑
問
点
が
あ
る
の
は

江
戸
本
郷
に
剣
術
道
場
を
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持
つ
石
山
孫
六
が
、
土
佐

藩
に
招
聘
さ
れ
て
い
た
が

江
戸
に
帰
る
と
言
う
。
そ

の
剣
客
石
山
孫
六
を
わ
ざ

わ
ざ
中
村
に
呼
ん
で
、
共

に
中
村
発
長
崎
経
由
江
戸

ま
で
の
長
期
の
旅
に
同
行

さ
せ
て
い
る
事
で
あ
る
。

疑
問
点
は
も
う
一
つ
あ
る
。

同
行
の
石
山
孫
六
の
旅
費

は
別
と
し
て
も
、
三
百
日

に
及
ぶ
六
名
分
の
旅
費
の

み
な
ら
ず
亀
井
塾
の
費
用

や
佐
久
間
象
山
塾
の
費
用

な
ど
を
考
え
る
と
こ
の
長

期
旅
行
に
は
膨
大
な
費
用

を
掛
け
て
い
る
事
に
な
る
。

こ
の
費
用
は
ど
の
よ
う
に

工
面
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

の
疑
問
で
あ
る
。

●
何
故
佐
々
木
高
行
が
？

文
武
館
は
嘉
永
六
年
の
二

年
後
に
完
成
し
て
い
る
か

ら
、
嘉
永
五
年
の
こ
の
時

期
に
は
恐
ら
く
藩
校
建
設

の
内
諾
が
藩
庁
か
ら
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
文
武
館

開
校
の
準
備
が
急
務
に
な

り
、
と
り
わ
け
学
問
の
講

師
陣
の
育
成
が
気
に
な
る

の
で
恐
ら
く
真
吉
は
幡
多

奉
行
と
入
念
に
計
画
を
練

り
、
講
師
陣
養
成
の
総
仕

上
げ
を
目
論
ん
だ
十
カ
月

に
及
ぶ
教
育
研
修
計
画
書

を
纏
め
上
げ
た
の
だ
。

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ

る
の
で
、
当
然
費
用
を
藩

庁
へ
願
い
出
た
は
ず
で
あ

る
。
土
佐
藩
は
そ
れ
を
認

め
た
の
だ
。
そ
の
証
に
は

大
坂
か
ら
佐
々
木
高
行
が

こ
の
旅
に
参
加
し
て
い
る

が
、
検
分
役
と
し
て
の
参

加
で
あ
っ
た
と
考
え
る
と

全
て
が
説
明
が
付
く
。

●
何
故
石
山
孫
六
か
？

次
に
石
山
孫
六
を
同
行
さ

せ
た
理
由
は
真
吉
日
記
を

克
明
に
分
析
さ
れ
た
森
本

邦
生
氏
の
論
文
（
平
成
二

十
三
年
八
月
発
表
）
の
中

に
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

江
戸
滞
在
の
費
用
を
考
え

る
と
土
佐
藩
邸
に
宿
に
求

め
る
の
が
合
理
的
に
見
え

る
が
、
石
山
孫
六
の
道
場

に
滞
在
す
る
こ
と
で
、
剣

の
修
行
に
は
事
欠
か
な
い

環
境
が
得
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
他
流
派
の
剣
客
た
ち

も
他
流
試
合
に
や
っ
て
く

る
し
、
真
吉
達
も
他
流
試

合
に
出
か
け
て
い
る
。

剣
術
道
場
に
滞
在
す
る
こ

と
は
実
に
好
都
合
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
事
実
十
月
六

日
江
戸
到
着
以
来
連
日
剣

の
稽
古
に
明
け
暮
れ
て
い

る
記
録
が
あ
っ
た
。

（
下
記
資
料
参
照
）

石
山
孫
六
は
後
に
土
佐
藩

士
に
な
り
、
高
知
に
赴
任

し
て
お
り
土
佐
藩
と
の
縁

は
深
い
人
物
だ
っ
た
の
だ
。

●
何
故
幡
多
奉
行
が
？

「
中
村
市
史
」
に
よ
れ
ば
、

嘉
永
五
年
五
月
十
一
日
幡

多
奉
行
を
は
じ
め
多
数
の

門
弟
た
ち
に
見
送
ら
れ
、

一
行
は
佐
田
か
ら
船
で
渡

川
を
出
発
し
た
と
あ
る
か

ら
、
間
違
い
な
く
こ
の
研

修
旅
行
は
幡
多
奉
行
所
挙

げ
て
の
大
事
業
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
「
真
吉
日
記
」
で
は
、

「
こ
の
旅
の
目
的
は
久
し

ぶ
り
に
宮
部
の
大
石
道
場

を
訪
ね
る
ほ
か
、
各
地
で

武
術
他
流
試
合
や
、
各
地

の
文
人
と
の
交
流
で
あ
っ

た
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
少
な
く
と
も
真
実
で
は

無
い
。
以
上
の
考
察
か
ら

嘉
永
五
年
の
旅
は
幡
多
奉

行
と
真
吉
に
よ
っ
て
綿
密

に
計
画
さ
れ
た
文
武
館
講

師
養
成
の
教
育
ツ
ア
ー
だ
っ

た
と
断
言
し
て
い
い
。

併
せ
て
真
吉
に
と
っ
て
は

西
洋
砲
術
の
最
新
情
報
を

収
集
す
る
目
的
も
持
っ
た

旅
で
あ
っ
た
。

●
「
真
吉
流
の
教
育
計
画
」

で
は
真
吉
が
精
緻
に
計
画

し
た
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

★
講
師
養
成
候
補
者
に
、

遠
山
晋
八
、
安
岡
東
五
郎
、

山
崎
文
三
郎
、
桑
原
介
馬

の
四
名
を
抜
擢
し
た
。

★
実
習
地
に
「
長
崎
」
と

「
江
戸
」
を
選
び
、
そ
の

道
中
を
武
者
修
行
に
充
て

る
計
画
と
し
た
の
だ
。

真
吉
が
二
十
一
歳
で
は
じ

め
て
見
聞
し
て
感
銘
し
た

長
崎
の
原
体
験
を
こ
の
青

年
た
ち
に
も
共
有
さ
せ
た

い
思
い
が
根
底
に
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
同
時
に
あ

ら
ゆ
る
情
報
が
集
ま
る
江

戸
も
は
ず
せ
な
い
。
真
吉

の
そ
ん
な
思
い
を
凝
縮
し

て
計
画
し
た
の
が
こ
の
旅

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

★
共
に
旅
を
す
る
こ
と
は

長
期
合
宿
と
同
じ
で
若
い

人
材
に
文
武
両
道
の
実
践

教
育
を
す
る
狙
い
が
あ
っ

た
。
昼
は
共
に
歩
き
、
他

流
試
合
を
し
、
夜
は
同
じ

宿
で
寝
食
を
共
に
す
る
の

で
、
真
吉
は
夜
間
も
講
義

も
出
来
る
。
真
吉
は
大
い

に
時
世
を
語
り
、
藩
校
に

賭
け
る
夢
も
語
っ
た
で
あ

ろ
う
。
旅
こ
そ
真
吉
流
の

講
師
養
成
法
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

★
真
吉
の
精
緻
な
性
格
も

手
伝
っ
て
、
見
事
な
ま
で

に
こ
の
旅
の
記
録
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
旅

が
気
楽
な
物
見
遊
山
の
旅

で
な
く
詳
細
な
報
告
を
必

要
と
し
た
旅
で
あ
っ
た
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。

●
廻
国
経
路
は
以
下
の
通

り
で
青
色
の
宿
場
で
他
流

試
合
を
し
て
い
る
。

中
村
（5

/
1
1

）
→
宇
和

島
→
佐
賀
関
→
鶴
崎
→
府

内
→
岡
→
宮
部
大
石
家(6

/
4
)

→
熊
本
→
島
原
→
長

崎
→
大
村
→
武
雄
→
小
城

→
佐
嘉
→
柳
河
→
久
留
米

→
小
倉
→
長
府
→
吉
田
→

萩
→
山
口
→
徳
山
→
岩
国

→
広
島
→
大
坂
→
京
→
大

津
→
津
→
伊
勢
→
名
古
屋

→
吉
田
→
濱
松
→
箱
根
→

江
戸
石
山
孫
六
方(10/6)

→
江
戸
出
発(

1
/
2
7
)

→

鎌
倉
→
箱
根
→
大
津
→
奈

良
→
吉
野
→
大
坂
→
丸
亀

→
内
子
→
大
洲
→
中
村

（3
/
6

）
（
こ
の
資
料
は
森

本
邦
生
氏
の
論
文
か
ら
参
照
）

●
遠
山
晋
八
と
安
岡
東
五

郎
の
二
人
を
博
多
で
亀
井

塾
に
入
塾
さ
せ
二
十
日
間

ほ
ど
学
ば
せ
て
い
る
間
、

真
吉
た
ち
は
長
崎
へ
向
い
、

高
島
家
に
て
砲
術
研
究
三

回
、
唐
館
見
学
、
砲
台
視

察
と
多
忙
な
十
三
日
間
の

中
で
、
中
浜
万
次
郎
に
面

談
し
、
ア
メ
リ
カ
事
情
を

も
聞
い
て
い
る
。
事
前
に

万
次
郎
の
長
崎
奉
行
所
か

ら
土
佐
藩
に
引
き
渡
す
日

時
を
知
っ
た
真
吉
が
、
こ

れ
に
長
崎
行
の
日
程
を
合

わ
せ
た
の
だ
。
万
次
郎
と

の
対
談
に
彼
ら
も
同
席
さ

せ
る
と
は
、
心
憎
い
教
育
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計
画
で
あ
る
。
長
崎
を
出

る
と
真
吉
は
、
博
多
で
遠

山
晋
八
と
安
岡
東
五
郎
を

拾
い
、
長
州
萩
藩
で
も
交

流
を
続
け
、
そ
の
間
大
砲

鋳
造
、
測
量
、
砲
台
場
な

ど
の
見
学
と
写
本
に
忙
し

い
時
を
費
や
し
た
の
ち
、

大
坂
に
至
っ
た
。
大
坂
の

土
佐
藩
邸
で
佐
々
木
高
行

と
他
一
名
が
こ
の
研
修
に

参
加
、
江
戸
ま
で
共
に
同

行
し
て
い
る
。
そ
し
て
圧

巻
は
江
戸
で
佐
久
間
象
山

塾
に
樋
口
真
吉
、
佐
々
木

高
行
、
山
崎
文
三
郎
、
桑

原
介
馬
が
入
塾
、
約
一
カ

月
間
、
佐
久
間
象
山
か
ら

最
新
の
西
洋
砲
術
を
集
中

し
て
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

★
こ
の
間
遠
近
晋
八
ら
は

何
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
？
幡
多
郡
誌
を
見
る

と
江
戸
で
真
吉
が
「
安
積

良
斎
の
門
に
暦
学
す
」
と

の
記
事
も
あ
る
の
で
遠
近

晋
八
と
安
岡
東
五
郎
は
江

戸
で
安
積
良
斎
に
学
ん
で

い
た
可
能
性
が
あ
る
。

真
吉
ら
は
嘉
永
六
年
一
月

二
十
七
日
に
江
戸
を
発
ち
、

三
月
七
日
中
村
に
帰
着
、

三
百
一
日
に
及
ぶ
壮
大
な

講
師
研
修
の
旅
を
無
事
終

え
て
い
る
。

「
中
村
市
史
」
で
は
、
次

の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

「
こ
の
行
は
前
三
回
九
州

剣
道
修
行
に
も
遥
か
に
増

し
て
多
数
の
剣
家
と
交
わ
っ

た
許
り
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
門
下
の
志
士
、
ま
た

学
者
、
趣
味
の
絵
画
の
友

と
の
交
流
を
ひ
ろ
げ
、
殊

に
は
砲
学
、
砲
術
研
究
を

深
め
得
た
こ
と
な
ど
最
大

の
収
穫
で
あ
り
、
外
に
は

「
土
佐
に
樋
口
あ
り
」
の

名
声
を
得
、
内
に
は
幡
多

勤
皇
党
首
領
の
基
盤
を
確

立
し
た
と
言
え
る
」
と
し

て
い
る
が
、
文
武
館
の
講

師
養
成
の
旅
だ
っ
た
と
の

視
点
に
気
ず
て
い
な
い
。

●
嘉
永
五
年
の
旅
は
？

こ
の
壮
大
か
つ
奇
想
天
外

な
教
育
計
画
の
全
て
を
企

画
立
案
し
、
幡
多
奉
行
と

藩
庁
を
動
か
し
て
予
算
を

確
保
し
、
実
行
し
た
真
吉

の
企
画
力
と
行
政
手
腕
は

見
事
と
い
う
し
か
な
い
。

真
吉
の
優
秀
さ
は
幡
多
奉

行
所
の
役
人
と
し
て
、
幡

多
の
郷
士
と
地
毛
浪
人
を

教
育
す
る
藩
校
建
設
を
提

案
し
、
実
現
す
る
ま
で
の

準
備
を
周
到
に
行
い
、
十

年
か
け
て
見
事
に
文
武
館

開
業
を
実
現
さ
せ
て
い
る

点
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で

も
嘉
永
五
年
の
旅
は
物
見

遊
山
の
旅
で
あ
っ
た
は
ず

は
な
い
の
で
あ
る
。

●
教
育
の
成
果
に
つ
い
て

下
記
左
「
中
村
市
史
」
の

記
事
で
真
吉
等
四
名
が
行

余
館
の
講
師
と
し
て
「
額
」

に
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

真
吉
は
生
涯
文
武
館
で
教

壇
に
立
つ
予
定
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
人

材
を
土
佐
藩
は
放
置
し
な

か
っ
た
。
藩
校
建
設
の
建

白
書
を
出
し
、
文
武
館
建

設
へ
の
真
吉
の
努
力
は
幡

多
奉
行
か
ら
の
報
告
で
藩

庁
も
真
吉
の
存
在
を
知
っ

て
は
い
た
が
、
佐
々
木
高

行
が
こ
の
旅
に
参
加
し
た

お
陰
で
真
吉
の
生
の
人
物

像
が
具
体
的
に
藩
庁
に
報

告
さ
れ
、
真
吉
の
運
命
は

大
き
く
開
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ

た
。
真
吉
は
文
武
館
完
成

後
五
年
間
は
教
壇
に
立
つ

な
ど
文
武
館
の
運
営
に
従

事
し
、
幡
多
の
青
年
教
育

に
貢
献
し
て
い
る
。

●
明
治
初
期
で
あ
ろ
う
か

「
中
村
市
史
」
に
上
記
の

寺
子
屋
の
記
事
（
資
料
④
）

が
あ
っ
た
。
塾
の
主
は
ほ

と
ん
ど
真
吉
の
弟
子
達
で

あ
る
。
申
田
元
道
も
亀
井

塾
に
学
ん
で
お
り
、
中
村

の
学
問
は
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
亀
井
学
派
に
な
っ
て
い

る
。
当
時
八
百
名
を
超
え

る
子
供
た
ち
が
寺
子
屋
で

学
ん
で
い
た
と
は
、
驚
愕

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。

彼
ら
が
成
長
し
て
文
武
館

で
学
び
、
明
治
期
に
多
く

の
人
材
が
輩
出
し
た
と
さ

れ
る
資
料
も
「
中
村
市
史
」

に
あ
る
。
（
右
下
資
料
③
）

幡
多
地
域
の
教
育
に
貢
献

し
た
文
武
館
は
、
途
中
か

ら
敬
止
館
、
行
余
館
と
名

前
を
変
え
、
明
治
五
年
の

学
制
頒
布
に
よ
り
行
余
館

は
中
村
小
学
校
に
な
り
、

現
代
に
至
っ
て
い
る
。

遠
近
鶴
鳴
か
ら
教
え
を
受

け
た
樋
口
真
吉
が
亀
井
学

派
を
中
村
に
導
入
し
、
そ

の
学
問
の
系
譜
は
中
村
に

多
く
の
人
材
を
育
成
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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文
武
館
と
幕
末
中
村
の
教
育

「中村市史」412頁



●
ご
存
知
だ
ろ
う
か
、
文

武
館
の
跡
地
、
大
神
宮
の

正
面
大
鳥
居
の
左
下
に

「
中
村
小
学
校
旧
校
舎
跡
」

と
刻
さ
れ
た
記
念
碑
が
で

き
て
い
た
。
残
念
な
が
ら

こ
の
碑
文
に
樋
口
真
吉
の

銘
も
無
け
れ
ば
文
武
館
の

文
字
も
な
い
。
確
か
に
公

式
に
は
文
武
館
は
土
佐
藩

が
建
設
し
た
も
の
だ
か
ら
、

樋
口
真
吉
の
銘
は
表
に
は

出
て
こ
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
実
質
的

に
文
武
館
の
建
設
に
最
も

貢
献
し
た
人
物
こ
そ
樋
口

真
吉
で
あ
っ
た
と
言
う
歴

史
を
語
り
継
い
で
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
中

村
大
神
宮
の
境
内
に
「
樋

口
真
吉
記
念
碑
」
か
、

「
文
武
館
建
立
の
経
緯
を

説
明
す
る
記
念
碑
」
を
建

て
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
中
村
小
学
校
の
ル
ー

ツ
と
し
て
の
「
文
武
館
の

説
明
額
」
を
作
っ
て
、
中

村
小
学
校
の
校
内
に
掲
示

し
て
も
ら
う
案
も
あ
り
ま

す
。
子
供
に
語
り
継
い
で

行
か
な
い
限
り
、
四
万
十

市
民
の
頭
か
ら
歴
史
の
記

憶
は
消
え
去
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
し
み
じ
み

心
配
し
て
い
る
次
第
で
す
。

●
樋
口
真
吉
杯
剣
道
大
会

十
一
月
三
日
四
万
十
市
武

道
館
に
於
い
て
午
前
九
時

か
ら
第
二
回
樋
口
真
吉
杯

争
奪
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
昨
年
は
優
勝
杯

以
外
に
一
～
三
位
ま
で
の

入
賞
者
に
は
メ
ダ
ル
を
授

与
し
ま
し
た
が
、
本
年
か

ら
中
学
生
も
対
象
に
し
て

メ
ダ
ル
を
授
与
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
右
ポ
ス
タ
ー

は
昨
年
の
も
の
で
す
。

豆
剣
士
た
ち
の
試
合
は
見

ご
た
え
が
あ
り
、
ぜ
ひ
ご

観
覧
下
さ
い
。

●
不
破
八
幡
宮
奉
納
演
武

樋
口
真
吉
が
学
ん
だ
大
石

神
影
流
免
許
皆
伝
の
森
本

邦
生
先
生
を
お
招
き
し
て

総
会
で
の
講
演
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
が
、
翌
八

日
に
不
破
八
幡
宮
境
内
に

て
大
石
神
影
流
演
武
を
奉

納
致
し
ま
す
。
そ
の
終
了

後
に
、
大
石
神
影
流
剣
術

の
体
験
会
を
も
開
催
い
た

し
ま
す
。
詳
細
は
右
ポ
ス

タ
ー
の
通
り
で
す
。
樋
口

真
吉
が
学
ん
だ
剣
術
の
流

派
の
実
演
を
見
学
で
き
る

め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す

の
で
、
マ
ス
ク
着
用
に
て

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
樋
口
真
吉
顕
彰
会
総
会

例
年
樋
口
真
吉
の
生
誕
日

十
一
月
八
日
に
ち
な
ん
で

総
会
を
十
一
月
に
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
本
年
は
七

日
（
土
）
十
七
時
よ
り
総

会
と
懇
親
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
今
回
は
大
石

神
影
流
免
許
皆
伝
の
貫
汪

館
館
長
・
森
本
邦
生
先
生

を
お
招
き
し
て
樋
口
真
吉

が
学
ん
だ
剣
術
に
関
す
る

講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

何
分
コ
ロ
ナ
禍
の
折
か
ら
、

例
年
の
よ
う
な
宴
会
の
型

式
は
取
れ
ま
せ
ん
の
で
、

そ
れ
に
代
わ
る
形
に
て
懇

親
会
を
行
う
予
定
で
す
。

●
「
協
賛
会
員
」
募
集

新
年
度
に
は
、
顕
彰
会
と

し
て
よ
り
積
極
的
に
活
動

す
る
為
に
、
運
営
費
用
を

調
達
す
べ
く
、
こ
の
運
動

に
協
賛
す
る
会
員
を
新
た

に
募
集
し
て
い
く
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
詳

細
は
新
年
の
会
報
誌
に
て

発
表
い
た
し
ま
す
が
、
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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編
集
後
記

大
神
宮
に
建
立
さ
れ
た

「
中
村
小
学
校
旧
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舎
跡
」
記
念
碑

第
二
回
樋
口
真
吉
杯
剣
道
大
会


